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件名： キミヱ母が契約していた葬儀契約について 

 

2024 年 2 月 7 日、美年子から辻恭子へ、下記の記述内容を速達便で送った。 

１．和子の住所変更を依頼した。 

理由は次の如し。2024/4/01 時点、キミヱの世帯主を長女 西山和子と指定した上で、 

令和 3 年&4 年分の和子の所得情報が変更されたことを理由に、キミヱの後期高齢者医療

保険料を変更した。令和 5 年 12 月 25 日期限の納付書が横浜の西山円宛に届いた。 

当件は、即刻、紀男が出鱈目な市役所に憤慨して長崎市役所担当者および責任者へ訂正す

るよう申し入れた。 

直ちに戸籍課で調べたら、キミヱ母は、和子の住所変更をしていなかった。 

今後のことを考慮して、和子の住所を道ノ尾病院へ変更するよう、美年子が辻恭子に 

依頼した。 

 

２．① 和子&紘二に葬儀契約がない。 

  ② 簡易保険契約が紀男&恭子にあって、和子&紘二にない。 

夫 紀男は、「キミヱ母は和子&紘二を見捨てていたのか」と、落ち込んでいる。 

 

 ３，祖父（庄三）と祖母（クラ）の写真を同封した。 

 

この手紙への辻恭子の返信（2 月 26 日着）は、下記でした。 



 

右は、2024 年 2 月 26 日付の辻恭子か

らの手紙です。 

 

 

恭子は、「二人には葬儀契約はあった」 

「母は、二人を見捨ててない」と主張。 

また、二人への葬儀契約が無いのは、 

「安部後見人が紛失した。」と主張。 

 この主張は、恭子の虚言か？ 

 恭子は、3 人の契約書があったこと

の物理的証拠を提示すべきだ。 

 

 

2023/7/27 キミヱ母の葬儀のとき、 

平安社が提示したキミヱの葬儀契約は 

下記でした。 

 

1996 年に 2 口を契約し、 

2001 年に 4 口を契約していた。 

 

 

 

次表は、2023 年 7 月 27 日、キミヱ母の葬儀の時、 

喪主代行を務めた西山円が、平安社の吉田氏から見せて貰った葬儀契約の状況です。 

 

No.1 は紘二の葬儀に使用、No.6 はキミヱの葬儀に使用した。 

「残」があと 2 口残っている。 



葬儀契約は、銀行口座の引落し記録と符合している。 

 

 

2 口：平成 8 年(1996 年)6 月 口座引落し開始 4 口：平成 1３年(2001 年)８月 口座引落し開始 

 

2024 年 5 月 29 日、過去の集めた資料を一日がかりで照合し、次の結論に達した。 

１． 未使用のものが 2 口残っていて、和子の葬儀に適用できる見通しを得た。 

その使用を指定できるのは辻の指定利用者（恭子）に限られることが判明した。 

 

参照：2023/5/04 13:30 谷直樹弁護士からのメール。 

谷弁護士に感謝いたします。 

２． キミヱ所有の契約書、証書の類を持ち出して、隠し持ち、相続代表者（西山紀男）に 

引き渡さない行為は窃盗である。 

2018 年 11 月 30 日、辻宅にて「相続準備のための話し合い」をしました。 

内容は、2019 年 12 月 1 日付 成年後見人および辻恭子宛の書簡に詳しく記述して 

います。 

この場で、葬儀について、次の提案をしました。 

キミヱ母、和子、紘二、3 人の葬儀は「直奏」にしたい。 

それに対して、辻俊雄と恭子は無言でした。 

2019 年 3 月 22 日、キミヱ次男 紘二の葬儀会場で、平安社筑紫氏から「キミヱさんは

3 口入っておられます。 そのうちの 1 口を使わせてもらいます。」 

キミヱ母が葬儀契約をしていたことを初めて知りました。 

契約書を隠蔽していたことは、キミヱの意思に反し、祭祀継承者 紀男を無視した行為 

でした。 

キミヱ母は、辻恭子のために準備していた契約ではない、紀男のために準備しておいて 

くれたので、と感謝している。 

以上、 

添付： 20230504_RE_「西山和子の葬儀準備」.pdf 


